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※�本定例会では、文教委員会に付託された
議案はありませんでした。

　

総

務

委

員

会

　

厚

生

委

員

会

　

建
設
環
境
委
員
会

第
56
号
議
案

府
中
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

第
55
号
議
案

府
中
市
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
75
号
議
案

平
成
26
年
度
府
中
市
下
水
道
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
地
方
税
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
地
域
決
定
型
地
方
税
制
特

例
措
置
、
い
わ
ゆ
る
「
わ
が
ま
ち
特
例
」

の
対
象
と
な
る
資
産
が
拡
充
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
主
な
改
正
内
容
と
し
て
、「
特
例
措

置
の
対
象
と
な
る
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高

齢
者
向
け
住
宅
で
あ
る
貸
家
住
宅
に
つ

い
て
、
固
定
資
産
税
減
額
の
特
例
割
合

を
定
め
る
規
定
を
新
設
す
る
。
特
例
割

合
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
同
法
で
参

酌
す
べ
き
割
合
と
す
る
３
分
の
２
と
定

め
る
」「
平
成
27
年
４
月
１
日
以
後
に

取
得
し
た
同
住
宅
に
対
し
、
28
年
度
以

後
の
固
定
資
産
税
で
適
用
す
る
」等
の

説
明
が
あ
っ
た
。

　
質
疑
に
対
し
て
、「
本
市
で
『
わ
が

ま
ち
特
例
』
と
し
て
認
定
す
る
同
住
宅

は
１
件
で
あ
る
」「
減
額
の
特
例
割
合

に
つ
い
て
は
、
都
内
26
市
中
６
市
で
２

分
の
１
、
そ
の
ほ
か
の
市
で
３
分
の
２

と
定
め
て
い
る
」等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、

全
員
異
議
な
く
、
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

い
、
市
が
保
有
す
る
こ
と
と
な
る
個
人

番
号
等
の
適
切
な
取
扱
い
の
確
保
に
向

け
て
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
た
め
に

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
主
な
改
正
内
容
と
し
て
、「
特
定
個

人
情
報
の
目
的
外
利
用
な
ど
を
原
則
と

し
て
禁
止
す
る
た
め
、
文
言
を
整
理
す

る
」等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
質
疑
に
対
し
て
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
の
実
施
に
当
た
り
、
個
人
情
報
の

保
護
に
向
け
た
職
員
研
修
を
行
っ
て
い

き
た
い
」等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、「
現
実
問
題
と
し
て
、

個
人
情
報
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
条
例

改
正
は
必
要
と
考
え
、
本
案
に
賛
成
す

る
」「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
個
人

情
報
が
守
ら
れ
な
い
と
い
う
シ
ス
テ
ム

上
の
欠
陥
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
賛
成

し
か
ね
る
」等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、

賛
成
多
数
に
よ
り
、
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

一般質問・常任委員会・特別委員会

　
本
決
算
の
総
額
は
歳
入
が
40
億
７
４

８
万
９
０
０
０
円
で
執
行
率
95
・
６
％
、

歳
出
が
37
億
５
４
８
２
万
９
０
０
０
円

で
執
行
率
89
・
６
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
下
水
道
使
用

料
及
び
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
、

下
水
道
使
用
料
は
現
年
度
分
が
延
べ
１

５
４
万
５
６
２
７
件
分
、
過
年
度
分
は

１
万
７
８
８
５
件
分
と
な
っ
て
い
る
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
下
水
道
費
と
基

金
積
立
金
と
な
っ
て
い
る
。

　
質
疑
に
対
し
て
、「
市
下
水
道
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
後
、
消
費
税
改
定
な

ど
環
境
の
変
化
か
ら
中
長
期
的
な
状
況

を
見
直
す
た
め
、
財
政
計
画
の
策
定
業

務
を
委
託
し
た
」等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、「
消
費
税
増
税
の
影
響

を
市
民
に
転
嫁
す
べ
き
で
は
な
い
た
め
、

本
案
に
反
対
す
る
」「
同
プ
ラ
ン
に
沿
っ

て
事
業
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
る
と

考
え
、
本
案
に
賛
成
す
る
」
等
の
意
見

が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、

賛
成
多
数
に
よ
り
、
認
定
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。

　
調
布
基
地
跡
地
の
状
況
に
つ
い
て
、
調
布
飛
行
場
か

ら
離
陸
し
た
航
空
機
の
墜
落
事
故
に
関
し
、
調
布
市
、

府
中
市
、
三
鷹
市
は
、
３
市
長
の
連
名
で
、
事
故
の
原

因
究
明
や
再
発
防
止
策
の
徹
底
を
早
期
に
図
る
こ
と
な

ど
を
求
め
る
緊
急
要
請
文
を
都
知
事
に
提
出
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
同
飛
行
場
の
運
行
に
つ
い
て
、
離
島
定
期
便

は
事
故
発
生
の
翌
日
か
ら
、
航
空
測
量
や
航
空
写
真
撮

影
を
行
う
事
業
機
は
平
成
27
年
９
月
１
日
か
ら
運
行
を

再
開
し
て
い
る
が
、
自
家
用
機
の
運
行
は
自
粛
を
要
請

し
て
お
り
、
都
も
こ
れ
を
了
承
し
て
い
る
。

　
府
中
基
地
跡
地
留
保
地
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議
を
開
催
し
、
当
該
留
保
地
の
想

定
し
得
る
活
用
方
法
等
に
つ
い
て
整
理
を
行
っ
た
な
ど

の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

　
府
中
駅
南
口
再
開
発
事
業
に
関
し
、
平
成
27
年
８
月

末
現
在
の
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
再
開
発
ビ

ル
側
が
約
23
％
、
公
共
施
設
側
が
約
44
％
と
な
っ
て
い

る
。
な
お
、
工
期
の
遅
延
に
伴
い
、
組
合
で
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
検
討
し
た
結
果
、
再
開
発
ビ
ル
に
つ
い

て
は
、
29
年
６
月
末
に
引
渡
し
を
受
け
、
７
月
中
に
商

業
施
設
を
開
業
し
た
い
と
し
て
い
る
。

　
工
事
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
、
契
約
時
点
よ
り

労
務
単
価
や
資
材
の
価
格
な
ど
が
高
騰
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
組
合
で
は
、
市
や
請
負
業
者
と
協
議
を
行
い
、

工
事
内
容
の
見
直
し
な
ど
に
よ
る
工
事
費
削
減
の
方
策

や
国
等
の
新
た
な
補
助
金
の
確
保
を
検
討
し
て
い
る
な

ど
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

　
市
庁
舎
建
設
に
関
し
、
新
庁
舎
建
設
設
計
者
選
定
委

員
会
を
開
催
し
た
。
最
優
秀
者
に
千
葉
学
建
築
計
画
事

務
所
・
久
米
設
計
設
計
共
同
体
が
選
定
さ
れ
、
そ
の
後
、

基
本
・
実
施
設
計
委
託
契
約
を
締
結
し
て
い
る
。

　
建
替
え
に
つ
い
て
は
、
用
地
の
北
側
を
活
用
し
て
既

存
庁
舎
の
機
能
移
転
を
可
能
と
す
る
建
物
を
建
築
し
、

既
存
庁
舎
解
体
後
、
そ
の
敷
地
に
図
書
館
や
歴
史
に
関

す
る
展
示
の
機
能
等
が
配
置
さ
れ
た
建
物
を
建
築
す
る

と
い
う
仮
設
庁
舎
を
必
要
と
し
な
い
計
画
と
し
て
い
る
。

　
な
お
、
選
定
で
採
用
し
た
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
つ

い
て
は
、
提
案
内
容
の
設
計
を
可
能
と
す
る
設
計
者
の

採
用
が
目
的
で
あ
る
た
め
、
今
後
、
設
計
者
と
協
議
を

重
ね
る
中
で
、
提
案
内
容
か
ら
変
更
が
生
じ
る
可
能
性

が
あ
る
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

再
開
発
対
策
特
別
委
員
会

市
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

基
地
等
跡
地
対
策
特
別
委
員
会

服
部

ひ
と
み

議
員（
共
産
）

　
市
は
、
府
中
駅
周
辺
公
共

施
設
を
効
率
的
か
つ
効
果
的

な
活
用
方
法
で
再
編
す
る
と

聞
く
。
一
方
で
、

府
中
グ
リ
ー
ン

プ
ラ
ザ
の
自
主

運
営
組
織
で
あ

る
市
民
フ
ロ

ア
・
セ
ブ
ン
協

議
会
の
活
動
は

継
続
さ
せ
る
べ

き
と
の
意
見
が

あ
る
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

行
政
管
理
部
長
　
同
協
議
会

の
登
録
団
体
を
含
め
た
施
設

利
用
者
に
対
し
て
は
、
再
編

後
の
施
設
を
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
同
協
議
会
は
35
年
間

も
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
が
、

自
主
的
に
施
設
利
用
の
調
整

を
行
う
と
い
っ
た
特
色
に
つ

い
て
は
配
慮
を
行
う
か
。

行
政
管
理
部
長
　
文
化
セ
ン

タ
ー
や
公
民
館
の
社
会
教
育

登
録
団
体
に
移
行
す
る
こ
と

で
、
ほ
か
の
市
民
団
体
と
同

福
田

千
夏

議
員（
公
明
）　

学
校
給
食
に
お
け
る
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
に
関
し
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
に
向
け
た

市
の
状
況
を
聞
き
た
い
。

教
育
部
長
　
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
運
営
審
議
会
に
お
い
て
、

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に
係
る
方

針
案
を
検
討
し
て
い
る
。
な

お
、
審
議
会
に
は
ア
レ
ル
ギ

ー
専
門
医
も
参
加
し
て
い
る
。

　
今
後
は
方
針
を
踏
ま
え
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
や
学
校

に
お
け
る
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

に
向
け
た
組
織
体
制
づ
く
り

赤
野

秀
二

議
員（
共
産
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
実
施

に
当
た
っ
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
を
取
り
扱
う
事
業
者
に
管

理
責
任
が
発
生
す
る
こ
と
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

取
り
扱
う
こ
と
に
よ
る
事
業

者
の
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
か
。

政
策
総
務
部
長
　
管
理
に
つ

い
て
は
、
官
民
を
問
わ
ず
厳

格
に
行
う
べ
き
で
あ
る
た
め
、

事
業
者
の
対
応
に
つ
い
て
広

報
等
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
事
業
者
の
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
は
、
直
接
的
に

は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、

預
貯
金
口
座
に
付
番
で
き
る

と
の
こ
と
だ
が
、
預
金
や
資

産
の
情
報
が
名
寄
せ
さ
れ
る

こ
と
で
、
徴
税
強
化
に
利
用

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

政
策
総
務
部
長
　
ペ
イ
オ
フ

の
た
め
の
預
貯
金
額
合
算
や

社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
資

力
・
税
務
調
査
で
利
用
で
き

る
と
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
利
用
範
囲
で
活
用
さ

れ
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

及
び
緊
急
時
の
対
応
等
に
つ

い
て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の

整
備
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

議
員
　
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に

関
す
る
今
後
の
予
定
は
。

教
育
部
長
　
新
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
で
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
に
合
わ
せ
て
、
平
成
29
年

度
２
学
期
か
ら
方
針
の
運
用

を
考
え
て
い
る
が
、
学
校
に

お
け
る
体
制
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
早
期
に
対
応
で
き
る

よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

他	

ワ
ク
チ
ン
助
成
の
拡
充
に
つ

い
て

様
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

他	

調
布
飛
行
場
の
安
全
対
策
強

化
と
墜
落
事
故
の
再
発
防
止
を

求
め
て

学　

校　

給　

食　

に　

お　

け　

る

食

物

ア

レ

ル

ギ

ー

対

応

今

後

の

予

定

は

学
校
に
お
け
る
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て

早

期

に

対

応

で

き

る

よ

う

検

討

し

て

い

き

た

い

市民フロア・セブン協議会
活動継続についての考えは

マイナンバーは徴税強化に
利 用 さ れ る の で は

協 議 会 の 登 録 団 体 等 に は
公 共 施 設 再 編 後 の 施 設 を
活用していただきたいと考える

社会保障制度における調査などの
利用範囲で活用されると捉えている

　▲府中グリーンプラザ


